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1  1まじめ に

競接 スキー にお いては  テ ール を横 に押 し出す ことは奏物 であ り | ス キー をす らさな い

よ うに して細 いシ ュプール を描 くJ こ とが勝 つための不 可 欠の条 件 とされ て いる。 しか しな
が ら 「ど うす れば細 いシュブールが驚 け るか 1 を 指導者 に尋ね てみて も納得 で きる回答は合
られな い。 オ リンピ ックや世 界選手権 の実況放 送の際 に、 オ リンピ ック経験 者の解 説の言葉
に耳 を傾 けてみて も、 f n r うの ヒン トも得 られな いとい う思 いが募 る。

そ こで 筆者は 自分 自身でその答 え を見出す ことを思 い↓つて  タ ー ンの 力学 的な理 論の研
究 に着 手 した。 それ は 2 0 年 前 の ことで あ るが  数 年後 には一つ の結 果 を得て 「スキー ロボ

ッ トによ るター ンの理論 J と して本研 究 会の第 2 回 の大会 〈宮 山大会 ) で も発表 を行 って い

る。 そ の理論 か らは細 いシュブール を描 くためのa t 取り期 にお け る技術 のかなめが明 らか に

され る。 しか し そ の準備 の段 階 と して の切 り換 え期 にお いて スキー の検 ずれ があ る と理想
的な定 取 り操作はで きな くなる。

今回 の発表では  真 の意 味で のター ンの技術 のかなめは切 り換 え期 にあ る ことを示 し、新
た に見Ⅲl した切 り換 えの メカニ ズムにつ いて の研究 結果 を示 した い。

2  タ ー ンの基礎 理畠 ――ター ンの原理 ( 詳しくは当 日お配 りす る資料 をご覧 くだ さい)
「スキ ー  ス キーヤー 系が曲線軌道 を迪 るのは どのよ うな作用 によ るのか J と い うター ン

の原理 につ いては
Ⅲ
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″
や

Ⅲ
サ ドカーブ説

い
があ る4 t 、それ らの作用 は ター ンの上因

とな りうる ものでは な い. た とえば サ イ ドカーブ に領 るだ けで は ター ンの弧 を深 くした り、

浅 く した りとい う孤 の記 飾はで きな い。 ター ンとい うのはそんな ものではな く、 スキー を捻
り回す ことによ る作用 が主因 と考 えるべ きであ る。 筆者は捻 り回す こ とによってスキー板 に

どんな 力がかか るのか を探 るた めにスキ ー ロボ ッ ト ( S S 系 の模型 ) を 作 り、庄 カセ ンサー

とパ ソ コンを用 いた関定 を行 って 一つの結論 を得た。 その要点は次 の とお り。

O サ イ ドカー プや たわみ があって もスキーを捻 り回さなか った ちター ンにな らない。

② 脚 部が真 っ直 ぐに ( 鉛直 に) 立 って いる時、 スキー をお り回 して もター ンにな らない。

③ 傾 いた脚部 によ ってスキーを り回す と前半部の抗 力は後 半部 の抗 力よ り大 き くな り、 ター

ンの原動 力 とな る S S 系 の 自転 運動 が 引き起 こされ る。 ( 圧カセ ンサ ーのデー タで実証 )

④ ロボ ッ トの構 造か ら前後 の抗 力差 を表す式 F r ‐1 豆o こ が導かれ 減 速 の程度 の大 小が指定
で きる。 競技の場面で はそ の値 とタ イムを との間 に密接 な相 関関係が確 認 され る。

3  最 速 の ター ンを行 うための能取 り期 でのかな め

筆者が探 り当てた ター ンの原理か ら導 かれ る島速 の ター ンのか なめは 「脚 部が 1 分 に傾 い

てか らスキー を回旋 させ る | | ス キー の回旋 はス キー の前半部が斜 め内側 に向か って雪 面 を

切 るよ うにす る J こ とで ある。 ただ しこれ は
“
鹿取 り期

″
にお けるター ンのか なめで ある。

ス キー の前半部 は 内へ 内へ と動 き そ れ にい って前■部 には必 然的 に大 きな匠 力が かか るの

で雪面 に食 い込 み横 ずれ は しな い。 また前 半部 が内へ内へ と切 り込む ことによ って スキー の

向 きが変わ るので、深 回 リター ンで もそ の分 だ け後 半部 の外側 へ のず れは 小 さ くて済む。 そ
の結 果がF 4 B いシュプール とな るわ けであ る。 シュブール が細 いほ どブ レーキ作用が 小さ くな
るのは 自明 の理 といえる。

4  タ ー ンの切 り換 え期 に こそ 「真の意味で のター ンの技術 のかなめJ が ある
「脚 部 が相 いてか らスキー を回虚 させ るJ と い う理屈 がわか った と して も そ れ を実行す

る ことは容易ではな い。 一般 の スキーヤ ーはバ ランス を保 ちなが ら脚 部 を傾 けるた めにスキ
ー を積 に押 し出す のが常 であ る。それ に対 して世界の トップ クラスの選 手にはスキー を横 に

押 し出 さな いで  ス キー を真 っ直 ぐに進 めなが ら自然 に脚 部 を深 く傾 け そ の後 に勢 いよ く
スキー を回す とい う動 きが見 られ る。それ は普通 のスキーヤーか ら見れば 異質 のター ンとい

った感 じがす るも それ では 日本 の代表選 手は どうであ ろ うか。 佐 々木、皆川 といった代表選
手 の滑 りを ビデ オで つぷ さに観 察す る と、 世界 の トップ ク ラスの選 手によ く似 た滑 りを して
いるよ うであ るが  わ す かなが らテール の押 し出 しが見 られ、そ れが減速 につなが り、 タイ
ム の運れ とな つて いる ことが確 認 され る。それ が女 子の代 表選 手 とな る と 一 般のスキーヤ
ー と同 じよ うな強 いテール の押 し出 しが 見 られ  ス ラロームでは 1 本 で 3 ～ 4 秒 の遅れ とな
っている。 テール を押 し出 さな いよ うに と努 めて もそれ は因態で あ り、それが直接 的 にタイ
ム の選れ につなが る とい うことである。

それで はスキー を押 し出 さな いて脚部 を傾 け るには どうすれば よいのだ ろ うか。 それ には

ター ンを終 え る環 間 の身体や スキー の動 き を うま く利用 して、 真 っ直 ぐに進む スキーの上 を
上体 ( 重心 ) が 斜め に検 切 るよ うな動 き を作 り出す ことがかなめ とな る。 その よ うな技術 を

習得す る には長 い時 間 と相 当な練習 畳を要す る もの と思 われ るだ ろ うが  そ の メカニズム が

分かればそ の技術 を習得す るた めの指導 法 を確 立す る ことは容易であ り 誰 で も短時 間でそ
の技術 が習得で きる もの と筆者 は考 えている。

メカニ ズムの詳細 につ いては 当 日お配 りす る資料 をご覧 いただ きたい。


